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況は, 2000年度実績で, 生活訓練施設75％, 授産施設53％, 福祉ホーム47％, 福
祉工場19％, 地域生活支援センター33％となっている。さらに, 精神障害者居宅
生活支援事業が2002年度から実施されることになったが, 2002年度に実施する市





























精神科ソーシャルワーカーは, 英語の Psychiatric Social Workerの頭文字
をとり, 略して「PSW（精神医学ソーシャルワーカー)」とも呼称されてい
る。そして, 社会福祉学を学問的基盤とし, 精神医学の知識をもつ, 精神保
健福祉領域の専門職種として位置づけられている４）。

















































































































等で譲ることのできない権利との承認が, 世界の自由, 正義, 平和の基礎で
あり, これらの権利が人間の固有の尊厳に由来すること」と明記されており,
人間の固有の尊厳を謳っている12）。1975年の『障害者の権利宣言』の第３条































































































活問題には, ①諸問題間の構造的関連, ②生活史的累積の構造, ③人間関係
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精神保健福祉士 (精神科ソーシャルワーカー) は, 1948年に, 日本ではじ
めて国立国府台病院に「社会事業婦」として配置されて以降, 主に医療機関
を拠点に「精神医学ソーシャルワーカー・精神科ソーシャルワーカー」とし
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を機に, 専門性を確立するために, 1985年に業務検討委員会を設置し, 1988
年に「 精神科ソーシャルワーカー業務指針」を公表した（表１)45）。この業
務指針には, その対象者を生活者として捉え, 基本的視点として, ①個の尊
厳と人権の確保, ②対象者の主体性の尊重, ③知る権利の保障, ④自己決定
の保障, ⑤プライバシーの尊重をあげている。そして, 業務分類では, ①ケ






報告書では,「医療に関する相談, 助言, 指導, その他の援助」として, ①
受診受療援助, ②入院援助, ③退院援助, ④療養生活上の指導援助, ⑤グル
ープワーク業務を,「社会経済面の相談, 助言, 指導, その他の援助」とし
て, ⑥社会生活上の指導援助, ⑦経済問題調整, ⑧家族問題調整, ⑨地域活































































































































童, 障害者, 老人福祉論を指定科目, 試験科目からはずしている点である」
と指摘している51）。
近年の精神保健福祉領域では, 思春期児童におけるひきこもりや家庭内暴























































































This study presents the historical overview of Japanese psychiatric social
workers and the development of the professions in Japan. The author maintains
that certified social workers should focus on psychosocial model and ecological
approach for clients who use mental health services. However, certified social
workers are trained in the certification system which more strongly emphasizes
the medical model. In the future directions of the certification system, the author
recommends reorganization of the certification curriculum, construction of con-
tinuing education system for the current certified psychiatric social workers, and
clarification of the roles for the Japanese Association of Psychiatric Social
Workers.
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